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明 細 書

発明の名称 : 薪ストーブ

技術分野

[0001] 　本発明は、薪あるいは木質系燃料を燃料とするストーブに関し、特に、十

分な燃焼空気を供給して完全燃焼に近い燃焼形態で針葉樹などの薪を燃焼し

て、煤、タールなどの発生を抑制できるようにした薪ストーブに関する。

背景技術

[0002] 　近年においては、天然の燃料資源である間伐材などの木材を燃料として用

いる薪ストーブが注目されている。薪ストーブに用いる燃料としては、日本

の森林から多量に得られる針葉樹を用いることが考えられるが、針葉樹は、

煤やタール（石炭、木炭などの固体有機物の乾留によって生じる黒色または

褐色の粘性の油状物質であり、主成分は炭化水素、コールタール・木タール

・石油タールなど）の生成が多く、煙突を詰まらせやすいとされ、これまで

利用されていないのが現状である。針葉樹などの再生可能な燃料を有効に利

用するためには、燃焼空気をストーブ内（燃焼炉内）に十分に行き亘らせる

ことによって、完全燃焼により近い形で薪を燃やし、煤、タールなどの発生

を抑えることが必要である。

[0003] 　ここで、送風機が備わっていない薪ストーブは、住宅の暖房装置として利

用されていると共に、ビニールハウスなどでの野菜、果物などの促成栽培用

暖房装置などとして利用されている。このような薪ストーブでは、通風口を

介して、自然通風力によって燃焼炉内に燃焼空気が供給される。通風口が一

ヶ所だけでは十分な燃焼空気が燃焼炉内に供給されないので、燃焼炉内では

不完全燃焼が起りやい。このため、多量の煤やタールが生成され、煙突が短

期間で詰まるので、頻繁に煙突掃除をする必要がある。

[0004] 　特許文献１には、自然通風力によって燃焼炉内に十分な量の燃焼空気を導

入できるようにした薪ストーブが開示されている。当該特許文献１に開示さ

れている薪ストーブでは、炉内における薪載置部に対して、斜め上方から外
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気を供給すると共に、当該薪載置部の上側中央に向けて水平に外気を供給す

ることにより、炉内において上下方向にガスの対流を発生させるようにして

いる。これにより、薪載置部に対して外気を十分に供給でき、薪の燃焼が円

滑に行われるようにしている。

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献1：特開２００４－７７０６０号公報

発明の概要

発明が解決しようとする課題

[0006] 　特許文献１に開示の薪ストーブでは、炉内に外気を導入するために、円筒

状の炉本体の外周側から内部に延びる一対の傾斜空気供給管を配置すると共

に、炉本体の底部にも水平空気供給管を配置してあり、構造が複雑である。

また、自然通風力によって、炉内において上下方向のガスの対流を安定的に

発生させることは容易でない。

[0007] 　本発明の課題は、簡単な構成により、燃焼炉内に十分な空気を隅々まで行

き亘らせることができ、これにより、煤、タール等の生成を抑え、これまで

薪として不向きとされてきた針葉樹などの木材を燃料として用いるのに適し

た薪ストーブを提案することにある。

課題を解決するための手段

[0008] 　上記の課題を解決するために、本発明の薪ストーブは、

　筒状の燃焼炉と、

　前記燃焼炉の外周壁に形成した燃料投入口と、

　自然通風力により前記燃焼炉内に燃焼空気を導入するための複数の通風口

と、

　前記燃焼炉における前記燃料投入口よりも上側の部位に連通している排気

口とを有し、

　前記通風口は、前記外周壁における前記燃料投入口よりも下側の部位に形
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成され、相互に、前記外周壁の周方向に離れた位置にあり、

　前記通風口のそれぞれは、前記燃焼炉の内部において、当該燃焼炉の中心

軸線を中心とする旋回空気流が形成されるように、前記燃焼炉内への空気導

入方向が設定されていることを特徴としている。

[0009] 　本発明の薪ストーブでは、複数の通風口、たとえば、２個から６個の通風

口が設けられている。北半球では、流体が反時計回りに渦を巻き易いという

特徴があり、南半球では、これとは逆に時計回りに渦を巻き易いという特徴

があり、この力はコリオリ力と呼ばれている。したがって、一般的には、本

発明の薪ストーブを北半球で使用する場合には、供給される燃焼空気が反時

計回りに渦を巻くように各通風口の空気導入方向を設定すればよく、南半球

で使用する場合には逆回りに渦を巻くように各通風口の空気導入方向を設定

すればよい。勿論、北半球および南半球において、上記とは逆方向に渦を巻

くように、各通風口の空気導入方向を設定することも可能である。

[0010] 　本発明の薪ストーブでは、その燃焼炉内に旋回空気流が形成されるように

外気が導入される。燃焼炉内における薪の燃焼によって、旋回空気流は上昇

旋回空気流となって排気口に向けて流れる。このようにして、燃焼炉内には

下側から上側に向かう旋回空気流が形成される。したがって、旋回する燃焼

空気は燃焼炉内に投入された薪と触れ合う時間が長くなり、薪に対して隅々

まで十分な燃焼空気が供給され、従来の薪ストーブの場合に比べて、完全燃

焼により近い燃焼状態を作り出すことができ、煤、タール等の発生が抑制さ

れる。よって、本発明の薪ストーブは、従来において使用されなかった針葉

樹などの木材を薪として用いるのに適している。

[0011] 　ここで、一般的には、前記燃焼炉の前記外周壁は円形内周面を備え、前記

通風口は前記円形内周面に沿って等角度間隔の位置に形成される。この場合

には、各通風口の前記空気導入方向は前記円形内周面に対する接線方向とさ

れる。

[0012] 　各通風口から導入される燃焼空気の供給量を調整できるようにするために

は、各通風口に、その開度を変更可能な開閉蓋を取り付けることが望ましい
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。この場合には、手動操作によって各通風口の開度を調整する代わりに、バ

イメタルによる燃焼温度感知式の自動開閉蓋を備えていることが望ましい。

例えば、前記開閉蓋を、熱膨張率の異なる二種類の金属部材の熱膨張率の差

に基づき、前記燃焼炉内の燃焼温度の上昇に伴って前記通風口の開度が小さ

くなる構成とすることが望ましい。

[0013] 　本発明の薪ストーブにおいて、燃焼炉内への薪の投入作業を簡単に行うこ

とができるようにするためには、前記燃料投入口を開閉する開閉扉に取り付

けられている多孔質材料からなる底の付いた筒状の燃料投入籠を有している

ことが望ましい。前記開閉扉が、その下端縁を中心として、前記燃料投入口

を閉じた閉じ位置から燃焼炉の外側に倒れた開き位置までの間を開閉可能と

なっている場合には、前記開閉扉を閉じ位置にすると、前記燃料投入籠は前

記燃焼炉内において当該燃焼炉と同軸状態となる燃焼位置となり、前記開閉

扉を前記開き位置にすると、前記燃料投入籠はその上端開口が前記燃料投入

口から外側に斜め上方に露出した燃料投入位置となることが望ましい。燃料

投入口から斜め上方を向く燃料投入籠に対して簡単に薪などの燃料を投入す

ることができる。

[0014] 　また、燃料投入籠によって旋回空気流の形成が阻害されることの無いよう

にするために、前記燃焼位置にある前記燃料投入籠と前記燃焼炉の前記外周

壁の内周面との間には、前記旋回空気流が流れる空気流通空間が形成される

ようにしておくことが望ましい。燃焼炉の内周面が円形内周面の場合には、

円筒状の燃料投入籠を使用し、円環状断面の空気流通空間を形成することが

望ましい。

[0015] 　次に、本発明の薪ストーブにおいては、前記通風口の下端縁を、前記燃焼

炉の底面から一定の高さに位置させ、前記燃焼炉における前記底面から前記

通風口の下端縁までの間の燃焼炉内部空間を、燃焼燃料が乾留を起こし易い

乾留領域として機能させることが望ましい。燃料投入籠を備えている場合に

は、前記の燃焼位置にある燃料投入籠の下端側の部分が燃焼炉の乾留領域内

に位置するようにすればよい。
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[0016] 　すなわち、本発明の薪ストーブでは、旋回空気流によって燃焼が促進され

燃焼炉内の燃焼温度が高くなるので、余分な熱量を利用して、意図的に乾留

（有機固体を、空気を断って高温に加熱して分解し、揮発分と固体残留物と

に分離する操作）を起こし易い部分を設けることにより、木炭の生成を助長

することができる。通風口を燃焼炉の底面から所定の高さ位置に設けること

により、燃焼炉における通風口よりも下側の部分は燃焼空気が不足気味にな

り、乾留を起し易い部分となる。燃焼炉内において意図的に形成した乾留を

起し易い部分を、本発明では「乾留領域」と呼ぶ。

[0017] 　この場合、前記燃焼炉の前記底面を、前記燃焼炉の中心に向かって下方に

傾斜している傾斜底板部分によって規定し、当該傾斜底板部分の下側に水蒸

発皿を配置し、当該水蒸発皿に溜めた水が加熱されて蒸気になると、当該蒸

気が、前記傾斜底板部分の中心に開けた連通穴を通って前記燃焼炉内に流入

するようにしておくことが望ましい。なお、水蒸発皿へ水を補給するための

給水タンクを配置しておいてもよい。

[0018] 　乾留領域の下部に水蒸発皿を設置して、そこに水を満たし、水蒸気を大量

発生させる。発生した水蒸気は、傾斜底板部分の中心の連通穴から燃焼炉内

に流入し、燃焼炉内を上昇する。ここで、燃焼炉内においては、各通風口か

ら導入された空気が旋回流となって下側から上方に上昇しており、その中心

部分の大気圧が外周側に比べて低い。したがって、発生した水蒸気は燃焼炉

内の中心部分に向けて速やかに上昇する。上昇した水蒸気は燃焼炉の底側部

分の乾留領域を通過する際に、そこにおいて生成されている木炭に触れてＣ

Ｏ、ＨＯ、Ｈなどに変化する化学反応、すなわち、「水性ガス反応」を起こ

す。発生した水性ガスを補助燃料として利用することができるので、燃焼炉

内での薪の燃焼効率を高めることができる。同時に、水性ガス反応は吸熱反

応でもあるので、燃焼炉内が高温になり過ぎるのを抑えるための冷却作用も

奏する。

発明の効果

[0019] 　本発明の薪ストーブでは、複数の通風口から燃焼炉内に導入した燃焼空気
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が旋回流となって燃焼炉内を下から上に向かって流れる。したがって、燃焼

炉内に投入した薪に対して燃焼空気の供給が十分に行われ、従来に比べて完

全燃焼により近い燃焼状態を形成できる。よって、針葉樹などを薪として用

いた場合においても煤、タールなどの発生を抑制できる。

図面の簡単な説明

[0020] [図1A]本発明の実施の形態に係る薪ストーブを示す外観斜視図である。

[図1B]開閉扉を開いた状態の薪ストーブを示す外観斜視図である。

[図2A]図１Ａの薪ストーブの概略縦断面図である。

[図2B]図１Ｂに示す開閉蓋を開いた状態の薪ストーブの概略縦断面図である

。

[図3]図２ＡのＩＩＩ－ＩＩＩ線で切断した部分を示す概略横断面図である。

[図4]図２ＡのＩＶ－ＩＶ線で切断した部分を示す概略横断面図である。

[図5]図４の通風口の部分を示す拡大部分断面図である。

[図6]図４の通風口に取り付けた開閉蓋を示す斜視図である。

[図7]図１の薪ストーブの燃焼炉内に形成される旋回空気流を示す説明図であ

る。

[図8]図１の薪ストーブの底側の部分を示す概略部分縦断面図である。

[図9]図１の薪ストーブの底側の部分で発生した蒸気の流れを示す概略部分縦

断面図である。

発明を実施するための形態

[0021] 　以下に、図面を参照して、本発明を適用した薪ストーブの実施の形態を説

明する。

[0022] （全体構成）

　図１Ａは本実施の形態に係る薪ストーブを示す外観斜視図であり、図２Ａ

はその概略縦断面図である。図３は図２ＡのＩＩＩ－ＩＩＩ線で切断した部

分を示す概略横断面図であり、図４は図２ＡのＩＶ－ＩＶ線で切断した部分

を示す概略横断面図である。薪ストーブ１は矩形の水平支持板２を備えてお

り、この水平支持板２の四隅には高さ調整可能な支持脚３が取り付けられて

 
6



いる。水平支持板２には、円筒状の燃焼炉４が垂直に取り付けられている。

[0023] 　燃焼炉４の上端は、上方に窄まった円錐台状の天板部分４ａによって封鎖

されており、当該天板部分４ａの中心には上方に向けて垂直に突出した排気

筒４ｂが形成されている。この排気筒４ｂの先端の排気口４ｃは、当該排気

筒４ｂに同軸状態に接続した煙突（図示せず）に連通している。燃焼炉４の

下端は、図２Ａに示すように、下方に窄まっている円錐台状の傾斜底板部分

４ｄによって封鎖されており、この傾斜底板部分４ｄの中央には円形開口４

ｅが形成されている。傾斜底板部分４ｄの下側には円形開口４ｅの外側に円

環状の水蒸発皿５が水平に取り付けられている。この水蒸発皿５の円形内周

縁５ａは、傾斜底板部分４ｄの裏面側近傍まで起立している。

[0024] 　燃焼炉４の外壁部分４ｆにおける前側の部位には、上下方向の中程の高さ

位置に、矩形枠板６によって規定される燃料投入口７が形成されている。燃

料投入口７は、矩形枠板６の下枠部分６ａを中心として開閉可能な開閉扉８

によって封鎖されている。開閉扉８の中心部分には耐熱ガラスなどの透明材

料からなる窓８ａが形成されており、燃焼炉４の内部を目視できるようにな

っている。また、開閉用の把手８ｂが外側面に取り付けられている。

[0025] 　開閉扉８の内側面には、そこから内側に垂直に延びている左右一対の支持

腕９が取り付けられており、これらの支持腕９によって円筒状の底付きの燃

料投入籠１０が支持されている。燃料投入籠１０はたとえば、メッシュ３．

５、線径１．６ｍｍ、目開き５．６６ｍｍ、空間率６０．８％のステンレス

スチール製の金網を用いて形成されている。開閉扉８が閉じた状態では、図

３に示すように、燃焼炉４の外壁部分４ｆの円形内周面４ｇと、燃料投入籠

１０の円形外周面１０ａとの間には、円環状断面の隙間Ａが形成される。

[0026] 　燃焼炉４の下側、すなわち、傾斜底板部分４ｄの下方には、浅いシャーレ

状の灰回収皿３０が前方に引き出し可能な状態で取り付けられている。傾斜

底板部分４ｄに沿って落下した灰などの燃焼残渣が下側の灰回収皿３０に回

収される。また、燃焼炉４の側方には水平支持板２に取り付けた給水タンク

装着部３１が位置している。給水タンク装着部３１は上端が矩形開口となっ
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ており、ここに、上側から直方体形状の給水タンク３２が着脱可能な状態で

装着されている。なお、図１Ａ、図１Ｂ以外の図においては灰回収皿３０の

図示を省略してある。

[0027] （通風口）

　図４から分かるように、燃焼炉４の円筒状の外壁部分４ｆには自然通風力

によって外気を燃焼炉内に導入するための複数個の通風口が形成されている

。本例では、外壁部分４ｆにおける円周方向に１８０度離れた位置に、２個

の通風口１２、１３が形成されている。前側の通風口１２は燃料投入口７の

下側において僅かの右側に寄った位置に形成されており、これらの通風口１

２、１３は同一高さ位置にある同一形状のものである。これらの通風口１２

、１３は燃焼炉４の外壁部分４ｆの円周方向に延びる長方形の開口であり、

これらには矩形開口枠１４、１５が取り付けられており、各矩形開口枠１４

、１５には開閉蓋１６、１７が取り付けられている。

[0028] 　図５は一方の開閉蓋１７が取り付けられている燃焼炉４の外壁部分４ｆの

部位を示す拡大部分断面図であり、図６は開閉蓋１２を示す斜視図である。

開閉蓋１７は、矩形開口枠１５の一方の縦枠部分１５ａに固定された固定側

蓋板１８と、この固定側蓋板１８の自由端に旋回可能に取り付けた旋回側蓋

板１９と、これら固定側蓋板１８および旋回側蓋板１９の内側面の間に架け

渡した連結バー２０とを備えている。固定側蓋板１８および旋回側蓋板１９

は、インバー、スーパーインバー、ステンレスインバーなどの不変鋼からな

り、連結バー２０は普通鋼からなる。燃焼炉４が燃焼によって高温になると

、連結バー２０が加熱されて膨張して伸び、これに伴って、旋回側蓋板１９

が固定側蓋板１８の先端縁１８ａを中心として外側に旋回する。加熱温度が

低下すると、連結バー２０が収縮して旋回側蓋板１９は再び元の位置に戻る

。

[0029] 　固定側蓋板１８は、矩形開口枠１５の一方の縦枠部分１５ａから他方の縦

縁部分１５ｂに向けて延びている。すなわち、固定側蓋板１８は、通風口１

３の一方の縦縁１３ａの部位から引いた外壁部分４ｆの円形内周面４ｇの接
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線に平行な方向に延びている。旋回側蓋板１９は、この固定側蓋板１８の先

端から内側（燃焼炉側）に向けて延びている。これに対して、矩形開口枠１

５の他方の縦枠部分１５ｂは、通風口１３の他方の縦縁１３ｂから、円形内

周面４ｇの接線方向に延びている。したがって、通風口１３の開度は、旋回

側蓋板１９と、これに対峙している矩形開口枠１５の縦縁部分１５ｂとによ

って規定され、旋回側蓋板１９が縦縁部分１５ｂに接近すると、その開度が

小さくなる。また、通風口１３を通って導入される外気の方向（空気導入方

向）は、円形内周面４ｇの接線方向に延びる縦縁部分１５ｂによって規定さ

れる接線方向になる。他方の通風口１２の矩形開口枠１３および開閉蓋１６

は、通風口１３の側に対して点対称の状態に配置されている。

[0030] 　したがって、図７に示すように、これら一対の通風口１２、１３を通って

導入される外気は、燃焼炉４の底側の部分において、当該燃焼炉４の外壁部

分４ｆの円形内周面４ｇに沿う方向となり、燃焼炉４の中心軸線回りの旋回

空気流が形成される。この旋回空気流は、燃焼炉内部における薪の燃焼によ

って上昇旋回空気流となって燃焼炉上端の排気口４ｃに向けて流れる。本例

では燃焼炉４内において、その円形内周面４ｇと燃料投入籠１０の間に形成

されている円環状断面の隙間Ａに沿って反時計回りの上昇旋回空気流Ｂが形

成される。

[0031] （燃料投入籠）

　図１Ｂは開閉扉８を開いた状態を示す外観斜視図であり、図２Ｂはその状

態の概略縦断面図である。これらの図を主に参照して、開閉扉８の開閉に伴

う燃料投入籠１０の動きを説明する。

[0032] 　開閉扉８は、その下端縁を中心として、燃料投入口７を閉じた閉じ位置８

Ａ（図１Ａ、図２Ａ）から燃焼炉４の外側に倒れた開き位置８Ｂ（図１Ｂ、

図２Ｂ）までの間を開閉可能となっている。開閉扉８を閉じ位置にすると、

燃料投入籠１０は燃焼炉４内において当該燃焼炉４と同軸状態となる燃焼位

置１０Ａ（図１Ａ、図２Ａ）となる。開閉扉８を開き位置８Ｂにすると、燃

料投入籠１０はその上端開口１０ａが燃料投入口７から外側に斜め上方に露
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出した燃料投入位置１０Ｂ（図１Ｂ、図２Ｂ）となる。燃料投入位置１０Ｂ

においては、燃料投入籠１０は水平に近い傾斜姿勢になるので、その上端開

口１０ａから薪を投入する作業を簡単に行うことができる。また、先に述べ

たように、燃料投入籠１０は多孔質材料、本例ではメッシュから形成されて

いるので、通気性が良く、その内部に燃焼空気が十分に供給される。

[0033] （乾留領域および水蒸発皿）

　図８および図９は、それぞれ、薪ストーブ１の燃焼炉４における下端側の

部分を示す部分概略縦断面図である。本実施の形態の薪ストーブ１では、通

風口１２、１３の下端縁が燃焼炉４の底面を規定している傾斜底板部分４ｄ

から一定の高さの所に位置している。このために、燃焼炉４における傾斜底

板部分４ｄから通風口１２、１３の下端縁までの間の燃焼炉内部空間は、燃

焼空気の供給が不足して燃焼燃料が乾留を起こし易い乾留領域Ｃとして機能

する。燃料投入籠１０は、燃焼位置１０Ａにある状態においては、その下端

側の部分が燃焼炉４の乾留領域Ｃ内に位置するように設定されている。

[0034] 　薪ストーブ１では、旋回空気流Ｂによって燃焼が促進され燃焼炉４内の燃

焼温度が高くなるので、余分な熱量を利用して、意図的に乾留領域Ｃを形成

することにより、木炭の生成を助長することができる。通風口１２、１３を

燃焼炉４の底から一定の高さ位置に設けることにより、燃焼炉４における通

風口１２、１３よりも下側の部分は燃焼空気が不足気味になり、乾留領域Ｃ

として機能する。

[0035] 　次に、乾留領域Ｃの下側、すなわち、燃焼炉４の底を規定している傾斜底

板部分４ｄの下側には水蒸発皿５が配置されている。この水蒸発皿５には一

定量の水が蓄えられており、その水位が低下すると給水タンク３２から水が

補給されるようになっている。

[0036] 　図９に示すように、水蒸発皿５の蓄えられている水は、燃焼室４内におけ

る薪の燃焼によって加熱されて水蒸気になると、傾斜底板部分４ｄの中心に

開けた円形開口４ｅを通って上昇して燃焼炉４内の底側の乾留領域Ｃに流入

する。
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[0037] 　燃焼炉４内においては、各通風口１２、１３から導入された外気が旋回空

気流Ｂとなって下側から上方に上昇しており、その中心部分の大気圧が外周

側に比べて低い。したがって、発生した水蒸気は燃焼炉４内の中心部分に向

けて速やかに上昇する。上昇した水蒸気は燃焼炉４の乾留領域Ｃを通過する

際に、そこにおいて燃焼により生成されている木炭に触れて、ＣＯ、ＨＯ、

Ｈなどに変化する化学反応、すなわち、「水性ガス反応」を起こす。発生し

た水性ガスを補助燃料として利用することができるので、燃焼炉４内での薪

の燃焼効率を高めることができる。また、水性ガス反応は吸熱反応でもある

ので、燃焼炉４内が高温になり過ぎるのを抑えるための冷却作用も奏する。

[0038] 　以上説明したように、薪ストーブ１では、その燃焼炉４内を下側から上側

に向かう旋回空気流Ｂが形成される。したがって、旋回する燃焼空気は燃焼

炉４内に投入された薪と触れ合う時間が長くなり、薪に対して隅々まで十分

な燃焼空気が供給され、従来の薪ストーブの場合に比べて、完全燃焼により

近い燃焼状態を作り出すことができ、煤、タール等の発生が抑制される。ま

た、燃焼炉４の底側の部分には乾留領域Ｃが形成されており、その下側から

発生した水蒸気が上昇して乾留領域Ｃに流れ込み水性ガス反応が起こり、発

生した水性ガスが補助燃料として機能する。よって、従来において使用され

なかった針葉樹などの木材を効率良く燃焼させることができる。

符号の説明

[0039] １ 薪ストーブ

２ 水平支持板

３ 支持脚

４ 燃焼炉

４ａ 天板部分

４ｂ 排気筒

４ｃ 排気口

４ｄ 傾斜底板部分

４ｅ 円形開口
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４ｆ 外壁部分

４ｇ 円形内周面

５ 水蒸発皿

６ 矩形枠板

７ 燃料投入口

８ 開閉扉

９ 支持腕

１０ 燃料投入籠

１０ａ 円形外周面

１０ｂ 上端開口

１２、１３ 通風口

１４、１５ 矩形開口枠

１６、１７ 開閉蓋

１８ 固定側蓋板

１９ 旋回側蓋板

２０ 連結バー

３０ 灰回収皿

３１ 給水タンク装着部

３２ 給水タンク

Ａ 隙間（空気流通空間）

Ｂ 旋回空気流

Ｃ 乾留領域
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請求の範囲

[請求項1] 　筒状の燃焼炉（４）と、

　前記燃焼炉（４）の外周壁（４ｆ）に形成した燃料投入口（７）と

、

　自然通風力により前記燃焼炉（４）内に燃焼空気を導入するための

複数の通風口（１２、１３）と、

　前記燃焼炉（４）における前記燃料投入口（７）よりも上側の部位

に連通している排気口（４ｃ）とを有し、

　前記通風口（１２、１３）は、前記外周壁（４ｆ）における前記燃

料投入口（７）よりも下側の部位に形成され、相互に、前記外周壁（

４ｆ）の周方向に離れた位置にあり、

　前記通風口（１２、１３）のそれぞれは、前記燃焼炉（４）の内部

において、当該燃焼炉（４）の中心軸線を中心とする旋回空気流（Ｂ

）が形成されるように、前記燃焼炉（４）内への空気導入方向が設定

されていることを特徴とする薪ストーブ（１）。

[請求項2] 　前記燃焼炉（４）の前記外周壁（４ｆ）は円形内周面（４ｇ）を備

えており、

　前記通風口（１２、１３）は前記円形内周面（４ｇ）に沿って等角

度間隔の位置に形成されており、

　前記通風口（１２、１３）の前記空気導入方向は、前記円形内周面

（４ｇ）に対する接線方向であることを特徴とする請求項１に記載の

薪ストーブ（１）。

[請求項3] 　前記通風口（１２、１３）には、当該通風口（１２、１３）の開度

を変更可能な開閉蓋（１６、１７）が取り付けられており、

　当該開閉蓋（１６、１７）は、熱膨張率の異なる二種類の金属部材

の熱膨張率の差に基づき、前記燃焼炉（４）内の燃焼温度の上昇に伴

って前記通風口（１２、１３）の開度が小さくなることを特徴とする

請求項１に記載の薪ストーブ（１）。
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[請求項4] 　前記燃料投入口（７）を開閉する開閉扉（８）と、

　当該開閉扉（８）に取り付けられている多孔質材料からなる底の付

いた筒状の燃料投入籠（１０）とを有し、

　前記開閉扉（８）は、その下端縁を中心として、前記燃料投入口（

７）を閉じた閉じ位置（８Ａ）から燃焼炉（４）の外側に倒れた開き

位置（８Ｂ）までの間を開閉可能であり、

　前記開閉扉（８）を閉じ位置（８Ａ）にすると、前記燃料投入籠（

１０）は前記燃焼炉（４）内において当該燃焼炉（４）と同軸状態と

なる燃焼位置（１０Ａ）となり、前記開閉扉（８）を前記開き位置（

８Ｂ）にすると、前記燃料投入籠（１０）はその上端開口（１０ｂ）

が前記燃料投入口（７）から外側に斜め上方に露出した燃料投入位置

（１０Ｂ）となり、

　前記燃焼位置（１０Ａ）にある前記燃料投入籠（１０）と前記燃焼

炉（４）の前記外周壁（４ｆ）の内周面（４ｇ）との間には、前記旋

回空気流が流れる空気流通空間（Ａ）が形成されることを特徴とする

請求項１に記載の薪ストーブ（１）。

[請求項5] 　前記通風口（１２、１３）の下端縁は、前記燃焼炉（４）の底面か

ら一定の高さに位置しており、

　前記燃焼炉（４）における前記底面から前記通風口（１２、１３）

の下端縁までの間の燃焼炉内部空間は、燃焼燃料が乾留を起こし易い

乾留領域（Ｃ）として機能することを特徴とする請求項１に記載の薪

ストーブ（１）。

[請求項6] 　前記燃料投入口（７）を開閉する開閉扉（８）と、

　当該開閉扉（８）に取り付けられている底の付いた筒状の燃料投入

籠（１０）とを有し、

　前記開閉扉（８）は、その下端縁を中心として、前記燃料投入口（

７）を閉じた閉じ位置（８Ａ）から燃焼炉（４）の外側に倒れた開き

位置（８Ｂ）までの間を開閉可能であり、
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　前記開閉扉（８）を閉じ位置（８Ａ）にすると、前記燃料投入籠（

１０）は前記燃焼炉（４）内において当該燃焼炉（４）と同軸状態と

なる燃焼位置（１０Ａ）となり、前記開閉扉（８）を前記開き位置（

８Ｂ）にすると、前記燃料投入籠（１０）はその上端開口（１０ｂ）

が前記燃料投入口（７）から外側に斜め上方に露出した燃料投入位置

（１０Ｂ）となり、

　前記燃焼位置（１０Ａ）にある前記燃料投入籠（１０）は、その下

端側の部分が前記燃焼炉（４）の前記乾留領域（Ｃ）内に位置し、当

該燃料投入籠（１０）と前記燃焼炉（４）の前記外周壁（４ｆ）の内

周面（４ｇ）との間には、前記旋回空気流（Ｂ）が流れる空気流通空

間（Ａ）が形成されることを特徴とする請求項５に記載の薪ストーブ

（１）。

[請求項7] 　前記燃焼炉（４）の前記外周壁（４ｆ）は円形内周面（４ｇ）を備

えており、

　前記通風口（１２、１３）は前記円形内周面（４ｇ）に沿って等角

度間隔の位置に形成されており、

　前記通風口（１２、１３）の前記空気導入方向は、前記円形内周面

（４ｇ）に対する接線方向であり、

　前記燃料投入籠（１０）は円筒形状をしており、

　前記外周壁（４ｆ）の前記円形内周面（４ｇ）と前記燃料投入籠（

１０）の円形外周面（１０ａ）の間に、円環状断面の前記空気流通空

間（Ａ）が形成されることを特徴とする請求項６に記載の薪ストーブ

（１）。

[請求項8] 　前記燃焼炉（４）の前記底面は、前記燃焼炉（４）の中心に向かっ

て下方に傾斜している傾斜底板部分（４ｄ）によって規定されており

、

　当該傾斜底板部分（４ｄ）の下側には水蒸発皿（５）が配置されて

おり、
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　当該水蒸発皿（５）に溜めた水が加熱されて蒸気になると、当該蒸

気は、前記傾斜底板部分（４ｄ）の中心に開けた開口（４ｅ）を通っ

て前記燃焼炉（４）内に流入することを特徴とする請求項５に記載の

薪ストーブ（１）。

[請求項9] 　前記水蒸発皿（５）に水を補給するための補給水を貯留している給

水タンク（３２）を有していることを特徴とする請求項８に記載の薪

ストーブ（１）。
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要 約 書

　薪ストーブ（１）の円筒状の燃焼炉（４）には、その外壁部分（４ｆ）の下端側の

部位に、自然通気力よって外気を燃焼室内に導入するための２個の通風口（１２、１

３）が形成されている。通風口（１２、１３）には矩形開口枠（１４、１５）が取り

付けられており、矩形開口枠（１４、１５）には開閉蓋（１６、１７）が取り付けら

れている。通風口（１２、１３）から導入される外気は矩形開口枠（１４、１５）と

開閉蓋（１６、１７）によって燃焼室（４）の外壁部分（４ｆ）の円形内周面（４ｇ

）に沿った接線方向とされ、燃焼室内部には上昇する旋回空気流（Ｂ）が形成され、

薪の燃焼効率を高めることができる。開閉蓋（１６、１７）は燃焼室温度に応じて自

動的に通風口（１２、１３）の開度を変更可能であり、燃焼室内が過熱状態に陥るこ

とを防止できる。

 
17



[図1A]

[図1B]

1/8



[図2A]

2/8



[図2B]

3/8



[図3]

4/8



[図4]

5/8



[図5]

[図6]

6/8



[図7]

[図8]

7/8



[図9]

8/8


